
◆接着剤の評価

➢ プリズム・ベースプレート・サポートプレートを接着

( 14箇所)

➢ ベースプレートとピンを接着( 3箇所)

鏡3枚
ビームスプリッター3個
検出器4個
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概要

HiZ-GUNDAM 衛星の赤外線望遠鏡 MONSTER では波長 0.9–2.5μm の近赤外線域 4 バンドを 1 つの近赤外線検出器で同時に撮像観測するため、

ケスタープリズムを用いる。ケスタープリズムはビームスプリッターの一種であるが、宇宙空間での運用実績は確認できない。我々は、1つの

Teledyne H1RG 検出器 (18mm×18mm) 上に、視野 (12′ × 12′) を 4 バンドに分けて 2 行 2 列の配置で結像させるダブルケスタープリズム

を試作しその性能評価を行っている。本ポスターではダブルケスタープリズムの衛星搭載・運用に向けて行った試験とその結果について報告する。

◆ HiZ-GUNDAM衛星

➢ 広視野X線望遠鏡(EAGLE)にて突発天体の検出

➢ 可視・近赤外望遠鏡(MONSTER)にてGRB残光を追観測

◆ MONSTER

HiZ-GUNDAM/MONSTER ケスタープリズム

性能評価試験

ダイクロイック
ミラー

ケスタープリズム

近赤外線検出器へ
(H1RG)

可視光検出器へ
(HyViSi)

口径 30cm

視野 12分角×12分角

積分時間 10分 (2 分×5 フレーム)

観測波長域 (μm) 0.5-0.9 0.9-1.3 1.3-1.7 1.7-2.1 2.1-2.5

限界等級 (ABmag) 21.3 20.9 20.6 20.5 20.4

MONSTERの光学設計 

光軸が同一方向になるように光を分割して出射可能な光学素子

→検出器の要求数を抑え、省スペース・省コストの実現可能

➢ 簡易試験として、120Kまでの冷却と100G加

速度を想定した約500kPaの剪断応力を与えた

→3つのどのピンでも不具合は発生しなかった

◆ケスタープリズムBBM簡易透過率測定

➢ 0.8-1.7μmと1.3-2.1μmにそれぞれ感度を

持つ近赤外カメラを用いてケスタープリズム

ch2,ch3,ch4の簡易透過率を測定

接着剤
放射線耐性

(60Co ガンマ線)
冷却・真空耐性

(130K)
特徴

Norland NOA61 良好 良好
透明、ひので衛星等での

実績あり

Scotch Weld EC 2216 B/A 良好 良好
ほぼ透明、運用に向けた

先行研究での使用

Masterbond  EP21TCHT-1 良好 良好
白色、運用に向けた先行

研究での使用

2枚の石英板を下記3種類の接着剤で

接着した後、放射線・冷却耐性試験を

行った

静荷重試験に対しても不具合無し

→プリズム内接着 にNOA61を使用

ダブルケスタープリズム
入射した光が4分割されて同一方向に集約

J. Greiner & U. Laux 2022 

応力と引張強度よりピン接着 にEP21

を用い、50μmの厚さとする

タングステンランプ 

モノクロメータ 

近赤外カメラ 

ケスター
プリズム 

ケスタープリズムBBM簡易透過率測定結果
ch2,ch3,ch4の観測波長域において概ね90%

程度の透過率を持つ
透過率典型誤差：数%@60%以上の点

光量測定(左)と背景レベル測定(右)の領域

◆ BBM冷却・振動試験

60Coガンマ線照射後(3-12年間
相当) の透過率に変化なし

冷却サイクル後の透過率に
変化なし

放射線照射 

冷却試験 

荷重試験 

透過率測定
@国立天文台ATC

オプトショップ

材質 Anhydrous Fused silica
DM1 𝑇 = 92.3% @ 0.9-1.7μm、𝑇 = 1.7% @ 1.7-2.5μm 

DM2 𝑇 = 92.2% @ 0.9-1.3μm、𝑇 = 4.1% @ 1.3-1.7μm

DM3 𝑇 = 93.7% @ 1.7-2.1μm、𝑇 = 8.3% @ 2.1-2.5μm

DM1 

DM3 

DM2 

試作ケスタープリズムのダイクロイックミラーの特性 

接着剤
接着剤の
厚さ(μm)

接着剤の平均
Mises応力(MPa)

引張強度
(MPa)

NOA61 50 27 21

NOA61 10 30 21

EP21 50 26 55

一方、ピン接着では

・NOA61, EC2216では接着部エッジでの応力値が強度限

界を超える

・EP21TCHTの場合も接着層が50μm以下だと応力が急

激に大きくなる

→ピン接着 にはEP21TCHTを用い、50μmの厚さとす

る(ビーズ使用)

ピン接着

入射口 

出射口 

ケスタープリズム保持機構 

2025 version

MONSTERの仕様 

鏡2枚
ビームスプリッター1個
検出器2個
ケスタープリズム1個

上段A, 下段Bかつ左から順にNOA61, 

EC2216, EP21の接着サンプル 

Tsumura+ 2025 

検出後1時間以内に粗い赤方偏移

情報を含むアラートを地上へ送信

(V213b新沼他)

→効率良くphot-zを決定するため

に複数バンドで同時に観測したい

打ち上げ時の振動に耐えることを確認する試験

を近日実施予定

(治具の製作、振動条件の確認・試験運転等)

➢ プリズムと保持機構を支持板

と共に冷却

➢ デュワー内ステージ温度が

115Kの状態で2日間放置

→特に異常なし 

ch5(2.1-2.5μm)まで測定可能な近赤外カメラの捜索中

ch3どうしでスケーリングをして

それぞれ透過率を導出

ch2, ch3, ch4の観測波長域にお

いて90%程度の透過率を持つ

100MeV陽子照射後の
透過率に変化なし 

陽子照射
@若狭湾エネルギー研究セ
ンター
(NOA61接着サンプルのみ) 

振動試験機@広島テクノプラザ
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